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バッハ：教会カンタータ第93番 BWV.93
Wer nur den lieben Gott läßt walten
「ただ愛する神のみに支配をまかせる人は」

ゲオルク・ノイマルク(Georg Neumark)作のコラール「Wer nur den lieben Gott läßt walten」をもとにしたコラール・
カンタータである。第１曲・第４曲・第７曲はコラールの歌詞のみだが、他の曲にはコラールの歌詞の間に自由詩が

挿入されている。

第５曲のシモン・ペテロの話は、このカンタータが演奏される三位一体後第５日曜日の聖句（ルカ第5章1-11）に

書かれている。夜通し漁をしても１匹の魚も獲れなかったシモンは、イエスから「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁を

しなさい」と言われてその通りにしたら大漁だった。彼は驚いてイエスにひれ伏し「私は罪深い人間です」と言うと、

イエスは「恐れるな、今から後、あなたは人間たちを生け捕りにする者となろう」と言った。以後シモン・ペテロは

イエスの弟子となった、いう話である。

1. Chor Neumark第 1節

Wer nur den lieben Gott lässt walten ただ愛する神のみに支配をまかせる人、
～の人は ただ 愛する 神に ～させる 支配する

und hoffet auf ihn allezeit, そして常に神に期待する人、
そして 期待する 彼に いつも

den wird er wunderlich erhalten その人を神は奇跡的に守護するだろう
その人を ～だろう 彼は 奇跡的に 守護する

in allem Kreuz und Traurigkeit. あらゆる十字架と悲しみの中にあっても。
～の中で あらゆる 十字架 と 悲しみ

Wer Gott, dem Allerhöchsten, traut, 神、至高の存在を信頼する人、
～の人は 神を 至高の存在を 信頼する

der hat auf keinen Sand gebaut. その人は砂の上に建てなかった人である。
その人は ～の上に ～ない 砂 建てる(完了)

2. Rezitativ (B) 第 2節

Was helfen uns die schweren Sorgen? 重い不安は我々に何の役に立つのか？
何の 役立つ 我らに 重い 不安(複)は

Sie drücken nur das Herz それらは心を押し潰すのみである
それらは 押し潰す ～のみ 心を

mit Zentnerpein, もの凄く重い苦痛と
～で 100kgの苦痛

mit tausend Angst und Schmerz. 数え切れない恐怖と苦悩によって。
1000の 恐怖 苦悩

Was hilft uns unser Weh und Ach? 我らの嘆き声は我らに何の役に立つのか？
何の 役立つ 我らに 我らの 悲嘆 悲鳴

Es bringt nur bittres Ungemach. それはただ苦い不幸をもたらすだけだ。
それは もたらす のみ 苦い 不幸を
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Was hilft es, dass wir alle Morgen それが何の役に立つのか？ 我らが毎朝、
何の 役立つ それは 我らが 毎朝

mit Seufzen von dem Schlaf aufstehn うめき声とともに眠りから立ち上がり
と共に うめき ～から 眠り 立ち上がり

und mit beträntem Angesicht 涙で濡れた顔で、夜、寝床に就くことは。
そして ～と共に 涙で濡れた 顔

des Nachts zu Bette gehn?
夜 寝床に 就く

Wir machen unser Kreuz und Leid 我らは、自分たちの十字架と苦悩を
我らは ～する 我らの 十字架 と 苦悩を

durch bange Traurigkeit nur größer. 不安な悲しみによって、
～によって 不安な 悲しみ ～のみ 大きく ただ大きくしているだけである。

Drum tut ein Christ viel besser, だからキリスト者は、
だから する キリスト者は ずっと より良い はるかにより良い行いをしているのだ。

er trägt sein Kreuz 彼は自分の十字架を
彼は 担う 彼の 十字架を

mit christlicher Gelassenheit. キリストの教えにかなう平静さと共に
～と共に キリストの教えにかなう 平静 担うのだから。

3. Aria (T) 第 3節

Man halte nur ein wenig stille, 人はほんの少しの平静を保つのみである
人は 保つ ただ～のみ ほんの少しの 平静

wenn sich die Kreuzesstunde naht, 十字架の時が近づく時には
～の時に 十字架の時が 近づく

denn unsres Gottes Gnadenwille なぜなら、我らの神の恵みの意志は
なぜなら 我らの 神の 恵みの意志は

verlässt uns nie mit Rat und Tat. 助言と行動によって、
見捨てない 我らを 決して ～で 助言 と 行動 我らを決して見捨てないからである。

Gott, der die Auserwählten kennt, 神、選び抜かれた者を知る御方、
神 ～の方 選び抜かれた者を 知る

Gott, der sich uns ein Vater nennt, 神、我らに自ら父と名乗る御方は、
神 ～の方 自ら 我らに 父と 名乗る

wird endlich allen Kummer wenden 最終的には全ての苦悩を覆し、
～だろう 最終的に 全ての 苦悩を ひっくり返す

und seinen Kindern Hilfe senden. 彼の子らに救済を送って下さるだろう。
そして 彼の 子らに 救済を 送る
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4. Duetto (S, A) 第 4節

Er kennt die rechten Freudenstunden, 神は正しい喜びの時を知っています
彼(神)は 知っている 正しい 喜びの時を

er weiß wohl, wenn es nützlich sei. 神は十分分かっています、
彼は 分かっている 十分に いつ それが 役に立つ いつそれが役に立つかを

Wenn er uns nur hat treu erfunden もし彼が我らに、ただ誠実さを見出し
もし 彼が 我らに ただ 誠実さを 見出す

und merket keine Heuchelei, 全く偽善を感知しなければ
感知する 全く～ない 偽善を

so kömmt Gott, eh wir uns versehn, 我らが予期するより前に、神は来ます
そうならば 来る 神は ～以前に 我らが 予期する

und lässet uns viel Guts geschehn. そして我らに多くの良き物を
我らに 多くの 良き物を 残していく 残していってくれます

5. Rezitativ (T) 第 5節

Denk nicht in deiner Drangsalshitze, 災厄の灼熱の中で
考えてはならない ～の中で あなたの 災厄の灼熱

wenn Blitz und Donner kracht 稲妻と雷鳴が鳴り響き
もし 稲妻 雷鳴 鳴り響く

und dir ein schwüles Wetter bange macht, 重苦しい天候で不安になっても
あなたを 重苦しい 天候が 不安に する

dass du von Gott verlassen seist. 神から見捨てられたと考えてはならない。
(接) あなたが ～から 神 見捨てられた

Gott bleibt auch in der größten Not, 神は最大の苦境の中にあっても、
神は 留まる ～でも 最大の 苦境 留まってくれるのだ、

ja gar bis in den Tod そう、全く、死に至るまで、
そう 全く ～まで 死

mit seiner Gnade bei den Seinen. その恵みと共に、彼の者たちの側に。
～と共に 彼の 恵み ～の側に 彼の者たち

Du darfst nicht meinen, あなたは思ってはならない、
あなたは ～してはならない 思う

dass dieser Gott im Schoße sitze, このような人が神の懐に座っていると、
(接) この人が 神 懐に 座り

der täglich, wie der reiche Mann, 日々、富める人のように
(関代) 日々 ～のように 富める人

in Lust und Freuden leben kann. 楽しみと喜びの中に生きられる人が。
楽しみ 喜び 生きる ～できる
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Der sich mit stetem Glücke speist, 絶え間ない幸福を味わう人
(関代) 自分に 絶え間ない 幸福を 供給する

bei lauter guten Tagen, おおっぴらに良い日々を送る人
～のあいだ 公然と 良い 日々

muss oft zuletzt, そういう人は、多くの場合、結局は、
～に違いない 多くは 結局

nachdem er sich an eitler Lust ergötzt, 空しい快楽に興じた後、
～した後 彼は 虚栄の 楽しみに 興ずる

„Der Tod in Töpfen!“ sagen. 「鍋に死が入っていた！」と言うに違いない。
死 鍋 と言う

Die Folgezeit verändert viel! （主に対する信頼の）後に続く時は
後に続く時は 変える 多くを 多くのことを変えるのだ！

Hat Petrus gleich die ganze Nacht ペテロは一晩中
ペテロは ～も 一晩中

mit leerer Arbeit zugebracht むなしく働いて過ごしたが
～と 空しい 仕事 ～で過ごしていた

und nichts gefangen: 何も捕らえられなかった。
何も 捕らえられなかった

auf Jesu Wort (しかし)イエスの言葉によって
～によって イエスの 言葉

kann er noch einen Zug erlangen. 彼は一群の魚を捕らえることができたのだ。
できる 彼は ついに 集団 獲得する ※シモン・ペテロは漁師だった

Drum traue nur in Armut, Kreuz und Pein だから貧困、十字架と苦痛の中にあっても
だから 信頼せよ ～でも 貧困 十字架 苦痛

auf deines Jesu Güte あなたのイエスの好意を
あなたの イエスの 好意

mit gläubigem Gemüte. 信心深い心をもって信頼しなさい。
信心深い 心情

Nach Regen gibt er Sonnenschein 主は、雨の後には太陽の輝きを与えてくれ、
～の後 雨 与える 彼は 太陽の輝きを

und setzet jeglichem sein Ziel. いかなる人にもその終末を定めるのです。
設定する いかなる人に対しても 彼の 終点
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6. Aria (S) 第 6節

Ich will auf den Herren schaun 私は主を見上げ
私は ～するつもりだ 主を 見上げる

und stets meinem Gott vertraun. 絶えず私の神に頼るつもりです
絶えず 私の 神に 頼る

Er ist der rechte Wundermann, 主は真の奇跡の人、
彼(主)は 真の 奇跡の人

der die Reichen arm und bloß 富める者を貧しく裸にし、
(主は) 富める者を 貧しく 裸に

und die Armen reich und groß 貧しき者を富ませ強くすることを、
貧しき者を 富む 強大に

nach seinem Willen machen kann. 自分の意のままにできる御方なのです。
～に従い 彼の 意志 ～にする ～ことができる

7. Choral 第 7節

Sing, bet und geh auf Gottes Wegen, 歌え、祈れ、そして神の道を行け
歌え 祈れ 行け ～で 神の 道

verricht das Deine nur getreu あなたのすべき事を、ただ忠実に遂行せよ
遂行せよ あなたの物事を ただ 忠実に

und trau des Himmels reichem Segen, そして天の豊かな祝福を信じなさい
そして 信じろ 天の 豊かな 祝福を

so wird er bei dir werden neu; そうすれば祝福は
そうすれば (祝福は) あなたの側で ～になる 新しく あなたのもとで新たになるでしょう

denn welcher seine Zuversicht なぜなら神に確実な期待をかけた人を
なぜなら ～の人 彼の 確信、確実な期待

auf Gott setzt, den verlässt er nicht. 神は決して見捨てることはないからです
～に 神 据える その人を 見捨てる 神は ～ない

C2023 Kenichi Yamagish


